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 これまでに多くの科学者達が、生命現象の機構解明の足がかりとして、

それを模倣するような非生命現象に対する制御・理解に取り組んできた。

このような研究の対象として樟脳由来の表面張力で自己駆動する素子の

挙動は、現象的にも数理的にも扱いが容易であるため都合がよく、多く報

告がある。その中で、過去の我々が報告した環状水路上で対称形状の自

己駆動素子が、素子数に応じて、玉突きや渋滞といった様相を示す事例

に対して、不明であったその集団挙動の発現機構について、近年、数理的

な視点から理解が進められたので紹介する。 

参加自由です。皆様のお越しをお待ちしております。 


